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授業を振り返って①＜小学校＞ 
「怒りについて考えよう」 

 

視点Ⅰ 本時のねらいを達成できたか  

１ 自分の怒りの感じ方の理解について  

○ 振り返りシートの「自分の怒り

の温度計を作ることができまし

たか」の質問に対して「できた」

と「だいたいできた」と回答した

児童の合計は100％で、全員が自

分の怒りの感じ方を温度計を例

にして、数値化することができま

した(資料１)。 

 

 

 

○ 「怒りの温度計」を記入する際

は、記入の仕方について例題を

用いて学級全体で詳しく説明し   

たことにより児童が活動内容を

正確に理解することができまし

た。また、提示された６つの場面

について自分の怒りを温度計に

表すことで、自分の怒りについ

ての理解を深めることができま

した(資料２)。 

 

 

 

 

 

 

２ 自分と友達の怒りの感じ方の理解について  

○ 振り返りシートの「自分や友達

の怒りの温度について分かりまし

たか」の質問に対して「分かった」

と「だいたい分かった」と回答した

児童の合計は 95.2％で、怒りの感

じ方が人によって違うことに気付

き、怒りの感じ方についての理解を

深めることができました(資料３)。 

資料１ 「怒りの温度計」のアンケート結果 

(振り返りシートより) 

資料２ 「怒りの温度計」に関する児童の感想 

(振り返りシートより) 

資料３ 友達との比較のアンケート結果(振り返りシートより) 
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○ それぞれで記入した「怒りの

温度計」を、班の友達と比較しま

した(資料４)。ワークシートを

指差しながら同じ場面の温度の

違いを見比べる様子が見られ、

温度が違う場面についてはその

理由を説明して違いを確認して

いました。同じ場面でも、どの程

度怒りを感じるのかは人それぞ

れ違うことに気付くことができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ④の場面では、約束をしてい

たとしても、親に事情があって

約束を守ってもらうことができ

なかった場合には怒りが湧かな

いという児童もおり、その場面

の状況を児童がどう捉えるかと

いうことも温度の差に表れたと

考えます（資料５）。また、それ

ぞれの場面での怒りの温度を友

達と比べることで自分の怒りの

感じ方に気付くことができ、自

己理解を深めることができまし

た(資料６)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 「怒りの温度計」の比

資料５ ④の温度に関する児童の気付き 

(振り返りシートより) 

資料６ 「怒りの温度計」を友達と比較した児童の気付き 

資料４ 「怒りの温度計」の比較 
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視点Ⅱ 次時につながる内容であったか 

○ 振り返りシートの「学習に進ん

で参加することはできましたか」

の質問に対して「できた」「だいた

いできた」と回答した児童の合計

は 100％で、児童が学習に対して

意欲的に取り組んだことが分かり

ました(資料７)。 

 

 

 

 

○ 授業全体を通して、児童は、怒

りという感情を誰でももってい

ることや怒りの感じ方が人それ

ぞれ違うことなどを理解するこ

とができたと考えます。怒りの温

度を友達と比べる際も、数値化さ

れたことでワークシートを見せ

合いながら交流することができ、

怒りの感じ方が人によって違う

ことや似た感じ方をする場面が

あることに児童が気付くことが

できたと考えます。怒りを温度計

で表すことで視覚化するという

学習は、次時の「怒りと上手に付

き合おう」につながる活動となっ

たと考えます(資料８)。   

 

 

 

                                   

資料８ 学習への参加状況についてのアンケート結果 

資料７ 学習への参加状況についてのアンケート結果 

(振り返りシートより) 


